
ラミネートベニア焼成用耐火模型材、
VM７用、VM9用に続き、
VM13用『 ベニアベスト メタルセラミックス 』 　新登場。

「ベニアベスト」は、高い審美性と強度を実現したセラミックス修復材、ビタ

ＶＭシリーズ陶材を手軽にラミネートベニアに応用いただくために開

発した耐火模型材です。VM13やVM7、VM9隣在のケースから、新

たに単独でラミネートベニア修復をしたいケースまでさまざまなシーン

に適用し、口腔内のトータルエステティックをバックアップします。

ラミネートベニア焼成用耐火模型材

審美性＆高物性をより幅広いケースに。
フレキシブル膨張率のベニアベストが実現します。

　　　ラミネートベニア製作のための支台歯形成をベ
ニアベストに置き換える。
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　　ラミネートベニア製作のための支台歯形成。1  支台歯形成をベニアベストに置き換える。 ビタVMでラミネートを作製、口腔内に装着。

　 オールセラミックスクラウンに合わせて同じ陶材でラミ
ネートベニアを作製。
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それぞれのセラミックスCTE値（熱膨張係数）に対応させたベニアベスト。

〈包装〉

ベニアベストジルコニア粉末1函=（アルミパック35g×30包）
ベニアベストメタルセラミックス粉末1函=（アルミパック35g×30包）
ベニアベスト液（共通）1本=250mL 
歯科用石こう及び石こう製品　ジーシー　ベニアベスト　一般医療機器　27B2X00008000050

陶材に応じて選択可能。
セラミックス用陶材「ビタVMシリーズ」には、

CTE値（熱膨張係数）の異なるVM7、VM9、

VM13がありますが、ベニアベストはこれら

陶材の熱膨張係数に合わせたラミネートベニ

ア焼成用耐火模型材を個別に用意しました。

良好な流れで
シャープなマージンを再現。
練和泥の流れが良く、気泡の混入もほとんど

ありません。操作余裕時間も充分に設定され

ていますので、細部まで再現性にすぐれた模

型が製作できます。

■流動性と操作余裕時間

■濃度調節による硬化膨張率の変化

液の希釈で
希望の適合を獲得。
適合性の良いラミネートベニア製作には専用

液を原液で使用。水で希釈するだけで膨張率

を抑えることができますので、インレーなど内

側性補綴にも使えます。

高い強度と
掘り出しやすさを両立。
硬化後は高い強度を発現。マージン部等のデ

リケートな形状を損わずに作業でき、焼成後は

サンドブラスターで容易に除去できます。

■ベニアベストの物理的性質（23℃）

VM9 VM13

ジルコニア メタルセラミックス

ラミネートベニア焼成用耐火模型材

ベニアベスト
ジルコニア

ベニアベスト
メタルセラミックス

混液比（L/P） 0.22 0.22
硬化時間 13分 8分
ちょう度（mm） 65 65
硬化膨張率（%） 1.5 1.5
熱膨張係数（10  ×K  ）-6 -1 9.6 14.0

圧縮強さ
（MPa）

1050℃
加熱後

40 38

ご使用に際しては、必ず製品の電子添文をお読みください。

※掲載情報とジーシー研究所の参考データは、2025年 7月現在のものです。
※製品の仕様および外観は改良のため予告なく変更することがありますので、ご了承ください。
※色調は印刷のため、現品と若干異なることがあります。

大成歯科工業株式会社
大阪府交野市星田北4-38-7

8.8-9.2 13.1-13.6

熱膨張係数　（10-6 K-1 )

ベニアベスト液（共通）ベニアベストジルコニア粉末 (VM9用） ベニアベストメタルセラミックス粉末(VM13用）
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